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じめじめした日が続いていた梅雨も開けて,暑い夏が始まりました。

会員の皆様方,お子様達はお元気で過ごされているでしようか。

これからは熱中症対策が重要になつてきます。高齢者や重い障害

のある人は特に注意が必要です。子ども達は自分で訴える力が弱い

ので回りの大人の気配りが大切です。

先日は参議院選挙が行われました。障害者権利条約が批准されて

から5年,第 29条では障害のある人が投票する権利が保障されて

います。しかし日本では必要な情報保障や投票のための合理的配慮

がなされていません。地域によつてはわかりやすい選挙公報の発行

や代理投票などの取り組みを始めている行政もあるようです。

国民が持つ当たり前の権利である参政権を誰もが行使できるよ

うな支援が工夫されていくように願つています。

HSK

会 報 「石 川 守 る会 」 NO_88

石 川 県 重 症 心 身 障 害 児 (者 )

全 国 重 症 心 身 障 害 児 (者)

石 川 県 支 部   会 長

を 守 る 会

を 守 る 会

山 本   衛
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2019年度
石川県重症心身障害児(者 )を守る会総会が開催されました

5月 19日 医王病院の地域医療研修室をお借りして今年度の総会が開
かれました。

当日は石川県健康福祉部障害保健福祉課の新谷課長様,金沢市福祉局
障害福祉課の徳山課長補佐様,医王病院の駒井院長様,石川病院の伊勢
院長様,石川県立医王特別支援学校山本校長先生,石川県立石川特別支
援学校橋本教頭先生,医王病院の林事務長様,永田看護部長様,池島療
育指導室長様に来賓としてご臨席頂きました。

新谷課長様からは石川県の「障害者プラン 2019」 についての説明があ

り,地域で安心して暮らせるための支援やヘルプマークの普及等に取り
組んでいくとのお話がありました。また今後差別解消にむけて必要な社

会資源が利用できるよう対策を講じていくとのことでした。

徳山課長補佐様からは時代に合つた障害者施策を進めていくためにア

ンケート調査やノーマライゼーションフォーラムを実施したりしている。

医王病院の駒井院長様からは地域医療を支えていくことが医王病院の

重要な役割の一つである。災害の対策を考えるグループでも入院患者 ,

在宅の重症児者双方の対策について検討していくとのお話でした。

石川病院の伊勢院長様からは何よりも入所者のみなさんの生活の質の

向上を目指して日々取り組んでいるとのお話がありました。その人なり

の自立を目標に関わつているとのことでした。

その他林事務長からは病院の工事もほぼ終わり,外来棟は 10月 からオ
ープンできるとのことでした。永田看護部長からは患者さんの身体に触

れることで小さな変化も見逃さないようにしたいとのお話がありました。

その後田川さんを議長に選んで議題の審議をしました。

まず 2018年度の活動報告,会計報告が説明され承認されました。続い

て 2019年度の活動方針と予算案が提案されました。また会長からは 2020

年の東海北陸ブロック大会の担当が石川になること,現在片山津温泉加
賀観光ホテルを会場として仮押さえしていることが報告されました。

地理的に遠くて大変ですがみなさんのご協力をお願いしたいとのこと

です。昨年頂いた寄付金も会員や子どもたちのために有効に使いたいの

でご希望を寄せて頂ければ計画したいと考えていますのでよろしくお願

いします。

「
 ¬
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会員の鶴谷外喜子さんが本を出版されました。

石川守る会の会員である鶴谷外喜子さんが

「素敵な人生 ありがとう」という本を出版
されました。長女の和子さんが生後 8ヶ 月の

時に脳膜炎の後遺症で重い障害を受け寝たき

りになられてからの生き方が綴られています。

鶴谷さんは重症児の親であり,90歳の今も活

躍される現役の書家でもあります。

親の思い,書家としての頑張りが′いに伝わ
る本です。ぜひ多くの方に読んで頂きたいと

思います。

守る会に 40冊寄付して頂きましたのでお読み

になりたい方は役員まで連絡ください。まだ

10数冊残つています。(1冊 1000円 です)

創立 55周年記念大会 開催される !!

6月 8日 (土)～ 7日 (日 )東京のグランドプリンスホテル新高輪
。国際館

パミールにて全国重症心身障害児 (者)を守る会創立55周年記念大会が

1100人を越える参加者のもと開催されました。石川からは山本会長,紺

井事務局長,西田理事の 3人が参カロしました。

記念講演  「守る会の理念を確認する」

講 師  社会福祉法人北海道療育園 理事長 岡田喜篤氏

まず 「守る会」力渡J立されるまでは障害児 (者)に対する支援の制度は

あったがその対象は中・軽度の人達が主だつたとのことでした。

障害の重い子どもたちは社会の役に立たない者と切り捨てられていた

のでした。

親は我が子に重い障害があるとわかつた時

まずショックを受け→ 「そんなはずはない」と否定したくなる→ 「ど

鶴
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到
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厚生労働省から提起されていた医療的ケア児に対する施策の一つである

「居

宅訪問型児童発達支援」が県内でもスタートしました。
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昼食会のお知らせ

暑い日が続いています。何とか乗り切
って昼食会で元気に顔合わせをし

たいものです。ぜひ多くの皆さんのご参加をお待ち
しています。

日・時  2019年 8月 25日 (日 )11時 30分～

場 所  ぶどうの木   金沢市岩出町ハ50-1
TEL  258-0001

会 費  2500円 (但し1000円 と消費税分は会で補助します。)

申し込み  入所の方・・・松本さんTEL2 8 3-4432
在宅の方・・・紺井さんЪ283-5413

*申 し込み締め切りは8月 18日 (日 )です。
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9月 22日 (日 )石川県産業展示館 4号館で石川県障害者ふれあ
いフエス

ティバルが開かれます。「守る会」も出店します
ので,お手伝いできる方

を募集しています。ご協力よろしくお願
いします。

言卜 報

編集天下
~石
川県重症心身障害児鰭 )を守る会

連絡先  929-0123石川県能美市中町ツ88-1

T■0761--56■-0610

会長  山本 衛

発行人  北陸障害者定期刊行物協会
富山市今泉 312番地

定 価    30円


